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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局モデムの活性化又は非活性化のための信号を送信するための第１の端子を備える
携帯情報端末（ＰＤＡ）モジュールと、
　活性化又は非活性化信号を受信するための第２の端子を備え、前記第２の端子に活性化
信号が印加されると、動作モードに転換されて前記ＰＤＡモジュールのデータを受信し、
非活性化信号が印加されると、通信設定を解除した後、スリープモードに転換される移動
局モデムと
　から構成されることを特徴とするＰＤＡ型の移動通信端末機。
【請求項２】
　前記移動局モデムは、
　前記第２の端子に活性化信号が伝達されると、シリアルポートクロックを生成すること
を特徴とする請求項１に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機。
【請求項３】
　前記移動局モデムは、
　前記第２の端子に非活性化信号が伝達されると、シリアルポートクロックの生成を中止
することを特徴とする請求項１に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機。
【請求項４】
　前記移動局モデムは、
　動作モードに転換されると、システムクロックを動作モードのためのものに変更するこ
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とを特徴とする請求項１に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機。
【請求項５】
　前記移動局モデムは、
　ＣＤＭＡモデムであることを特徴とする請求項１に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機。
【請求項６】
　シリアル通信は、
　ＵＡＲＴ（Universal　Asynchronous　Receiver　Transmitter）ポートを介して行われ
ることを特徴とする請求項１に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機。
【請求項７】
　ＰＤＡモジュールが移動局モデムの状態転換に使用される所定端子に活性化信号を伝達
すると、前記移動局モデムを動作モードに転換し、シリアルポートを初期化する過程と、
　前記ＰＤＡモジュールのデータを移動局モデムに伝送する過程と、
　データの伝送が完了すると、前記所定端子に非活性化信号を印加して前記移動局モデム
をスリープモードに転換する過程と
　からなることを特徴とするＰＤＡ型の移動通信端末機によって実行されるシリアル通信
制御方法。
【請求項８】
　前記初期化する過程は、
　シリアルポートクロックを生成する過程を含むことを特徴とする請求項７に記載のシリ
アル通信制御方法。
【請求項９】
　前記ＰＤＡモジュールは、
　伝送するデータが存在すると、前記端子に活性化信号を伝達することを特徴とする請求
項７に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項１０】
　前記ＰＤＡモジュールは、
　データの伝送が完了すると、前記端子に非活性化信号を伝達することを特徴とする請求
項７に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項１１】
　前記移動局モデムを動作モードに転換する過程は、
　前記移動局モデムに供給されるクロックの速度を動作モードに適用できる速度に変更す
る過程を含むことを特徴とする請求項７に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項１２】
　前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程は、
　前記移動局モデムに供給されるクロックの速度をスリープモードに適用できる速度に変
更する過程を含むことを特徴とする請求項７に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項１３】
　前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程は、
　シリアルポートクロックの生成を中止する過程を含むことを特徴とする請求項７に記載
のシリアル通信制御方法。
【請求項１４】
　前記移動局モデムは、
　ＣＤＭＡモデムであることを特徴とする請求項７に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項１５】
　前記シリアルポートは、
　ＵＡＲＴポートであることを特徴とする請求項７に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項１６】
　ＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を実行するためのシリアル通信
制御方法であって、前記シリアル通信制御方法は、移動通信端末機によって実行され、前
記シリアル通信制御方法は、
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　ポーリング方式によって移動局モデムの状態転換に使用される所定端子をチェックする
過程と、
　前記端子が第１状態に遷移されると、第１割り込みを発生し、第１割り込み処理ルーチ
ンに従ってＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を行う過程と、
　前記端子が第２状態に遷移されると、第２割り込みを発生し、第２割り込み処理ルーチ
ンに従ってＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を解除する過程とから
なり、
　前記第１割り込み処理ルーチンは、
　前記移動局モデムを動作モードに転換する過程と、
　前記移動局モデムのシリアルポートを初期化する過程と、
　前記移動局モデムのシリアルポートクロックを生成する過程と、
　割り込みベクタテーブルに登録された第１割り込みを解除する過程と、
　ＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を行う過程とからなることを特
徴とする、シリアル通信制御方法。
【請求項１７】
　前記移動局モデムを動作モードに転換する過程は、
　前記移動局モデムに供給されるクロックの速度を動作モードに適用できる速度に変更す
る過程を含むことを特徴とする請求項１６に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項１８】
　前記シリアル通信を行う過程は、
　前記端子が第２状態に遷移されるときに備えて、割り込みベクタテーブルに第２割り込
みを登録する過程を含むことを特徴とする請求項１６に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項１９】
　前記第２割り込み処理ルーチンは、
　前記移動局モデムのシリアルポートクロックの生成を中止する過程と、
　割り込みベクタテーブルに登録された第２割り込みを解除する過程と、
　前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程とからなることを特徴とする請求項
１６に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項２０】
　前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程は、
　前記移動局モデムに供給されるクロックの速度をスリープモードに適用できる速度に変
更する過程を含むことを特徴とする請求項１９に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項２１】
　前記シリアル通信を解除する過程は、
　前記端子が第１状態に遷移されるときに備えて、割り込みベクタテーブルに第１割り込
みを登録する過程を含むことを特徴とする請求項１６に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項２２】
　前記移動局モデムは、
　ＣＤＭＡモデムであることを特徴とする請求項１６に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項２３】
　前記シリアルポートは、
　ＵＡＲＴポートであることを特徴とする請求項１６に記載のシリアル通信制御方法。
【請求項２４】
　前記端子は、
　基準値以上の電流が流れると、第１状態に遷移されることを特徴とする請求項１６に記
載のシリアル通信制御方法。
【請求項２５】
　前記端子は、
　基準値未満の電流が流れると、第２状態に遷移されることを特徴とする請求項１６に記
載のシリアル通信制御方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信端末機に関し、特に、携帯情報端末（Personal Digital Assistant
s: 以下、ＰＤＡという）型の移動通信端末機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＤＡとは、携帯用コンピュータの一種であり、家や事務室のコンピュータで作成した
文書ファイルを保存して移動中にも作業することができ、電子手帳のように個人情報管理
や日程管理ができる携帯個人情報端末である。このＰＤＡは、初期は、計算や日程管理な
どの限られた用途にのみ使用されたが、情報通信技術が急速に発展するにつれて「ポスト
ＰＣ」の代表的な情報通信手段として注目を集めている。
【０００３】
　ＰＤＡは、コンピュータにより作成された情報だけでなく使用者が手書きで作成した情
報も入力して処理でき、無線インターネットを通じてオンライン株式取引及び電子商取引
などの多様な情報サービスを使用者に提供する。
【０００４】
　このようなＰＤＡの機能を移動通信端末機に結合したＰＤＡ型の移動通信端末機（以下
、ＰＤＡフォンという）は、パソコンと類似したＯＳ上で動作するため、一般のコンピュ
ータとの互換性に優れ、無線電話及びファクシミリ機能だけでなく、各種交通情報（交通
状況及び地理情報）サービスなどの多様なサービスを使用者に提供し得る。
【０００５】
　符号分割多重接続（Code Division Multiple Access: ＣＤＭＡ）方式のＰＤＡフォン
は、移動通信信号の送受信を担当するＣＤＭＡモデムと、ＰＤＡ機能及びそれによるサー
ビスを提供するＰＤＡモジュールとを備え、前記ＣＤＭＡモデムとＰＤＡモジュールはＵ
ＡＲＴ（UniversalAsynchronous Receiver Transmitter）ポートを介して接続される。
【０００６】
　前記ＵＡＲＴは、汎用非同期送受信機（Universal Asynchronous Receiver Transmitte
r）といい、非同期シリアル通信を行う装置である。一般の移動通信端末機において、Ｕ
ＡＲＴは特定装置をモニターしたり、バイナリファイル（又は、スクリプト（Script）フ
ァイル、パールスクリプト（PerlScript）ファイル）をダウンロードしたり、ブルートゥ
ース（Bluetooth）又はリムーバブルユーザー識別モジュール（Removable UserIdentific
ation Module（ＵＩＭ）: ＲＵＩＭ）、ＩｒＤＡなどの機能を実行する。
【０００７】
　図５に示すように、一般の移動通信端末機のＵＡＲＴは、使用者により、外部装置（例
: パソコン）の通信ポート（例: ＵＡＲＴポート、ブルートゥース、ＲＵＩＭ、ＩｒＤＡ
など）と物理的に接続される。両装置間の物理的接続は、移動通信端末機と外部装置間の
通信が終了した後、使用者により除去される。つまり、通信を行う間のみ両装置間の物理
的接続が一時的に行われる。
【０００８】
　反面、ＰＤＡフォンのＵＡＲＴは、一般の移動通信端末機のＵＡＲＴとは異なり、ＣＤ
ＭＡモデムとＰＤＡモジュールを常に物理的に接続する構造を有し、ＰＤＡフォン内の各
機器の状態や制御命令をＨＤＬＣ（high-level data link control）パケット形式やＡＴ
コマンド形式で伝送するため、別途のＵＡＲＴクロック制御アルゴリズムを必要とする。
【０００９】
　一般の移動通信端末機のシリアル通信の場合、シリアル通信を行う間のみＣＤＭＡモデ
ムと外部装置の物理的接続が行われるため、バッテリの消費量が少ないが、ＰＤＡフォン
のシリアル通信の場合は、シリアル通信を行うＣＤＭＡモデムとＰＤＡモジュールが常に
物理的に接続されているので、一般の移動通信端末機のシリアル通信手順をＰＤＡフォン
に適用すると、前記ＰＤＡフォンは、ＵＡＲＴクロック信号を生成し続け、ＣＤＭＡモデ
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ムも動作（wake-up）モードの状態を継続して維持する。その結果、従来技術に係るＰＤ
Ａフォンは、バッテリの消費量が増加するため、端末機の使用時間が急激に短縮されると
いう問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、シリアル通信を行うか否かによって、移動局モデムの状態（スリープ
状態及び動作状態）を転換する移動通信端末機のシリアル通信制御方法を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　このような目的を達成するために、本発明に係る移動通信端末機は、シリアル通信のた
めに、活性化又は非活性化信号を所定端子に伝達するＰＤＡモジュールと、前記端子に活
性化信号が伝達されると、動作モードに転換されて前記ＰＤＡモジュールのデータを受信
し、非活性化信号が伝達されると、通信設定を解除した後、スリープモードに転換される
移動局モデムとから構成されることを特徴とする。
【００１２】
　好ましくは、前記移動局モデムは、前記端子に活性化信号が伝達されると、シリアルポ
ートクロックを生成する。
【００１３】
　好ましくは、前記移動局モデムは、前記端子に非活性化信号が伝達されると、シリアル
ポートクロックの生成を中止する。
【００１４】
　好ましくは、前記移動局モデムは、動作モードに転換されると、システムクロックを動
作モードに適用できるものに変更する。
【００１５】
　好ましくは、前記移動局モデムは、ＣＤＭＡモデムである。
【００１６】
　好ましくは、前記シリアル通信は、ＵＡＲＴポートを通じて行われる。
【００１７】
　また、前記目的を達成するために、本発明に係るシリアル通信制御方法は、ＰＤＡモジ
ュールが所定端子に活性化信号を伝達すると、移動局モデムを動作モードに転換し、シリ
アルポートを初期化する過程と、前記ＰＤＡモジュールのデータを移動局モデムに伝送す
る過程と、データの伝送が完了すると、前記移動局モデムをスリープモードに転換する過
程とからなることを特徴とする。
【００１８】
　また、前記目的を達成するために、本発明に係るシリアル通信制御方法は、ＰＤＡモジ
ュールが所定端子をハイ（High）状態又はロー（Low）状態に遷移する過程と、前記端子
がハイ状態に遷移されると、移動局モデムが動作モードに転換されてシリアルポートを介
して前記ＰＤＡモジュールのデータを受信する過程と、前記端子がロー状態に遷移される
と、移動局モデムがスリープモードに転換されてＰＤＡモジュールとの通信を解除する過
程とからなる。
【００１９】
　また、前記目的を達成するために、本発明に係るシリアル通信制御方法は、ＰＤＡモジ
ュールと移動局モデムとの間のシリアル通信の実行において、ポーリング方式によって所
定端子をチェックする過程と、前記端子が第１状態（ハイ状態）に遷移されると、第１割
り込み（Ｈｉｇｈ＿検出割り込み）を発生し、第１割り込み処理ルーチンに従ってＰＤＡ
モジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を行う過程と、前記端子が第２状態（ロ
ー状態）に遷移されると、第２割り込み（Ｌｏｗ＿検出割り込み）を発生し、第２割り込
み処理ルーチンに従ってＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を解除す
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る過程とからなることを特徴をする。
【００２０】
　好ましくは、前記第１割り込み処理ルーチンは、前記移動局モデムを動作モードに転換
する過程と、前記移動局モデムのシリアルポートを初期化する過程と、前記移動局モデム
のシリアルポートクロックを生成する過程と、割り込みベクタテーブルに登録された第１
割り込みを解除する過程と、ＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を行
う過程とからなる。
【００２１】
　好ましくは、前記第２割り込み処理ルーチンは、前記移動局モデムのシリアルポートク
ロックの生成を中止する過程と、割り込みベクタテーブルに登録された第２割り込みを解
除する過程と、前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程とからなる。
【００２２】
　上記目的を達成するために、本発明は、例えば、以下の手段を提供する。
（項目１）
　シリアル通信のために、活性化又は非活性化信号を所定端子に伝達する携帯情報端末（
ＰＤＡ）モジュールと、
　前記端子に活性化信号が印加されると、動作モードに転換されて前記ＰＤＡモジュール
のデータを受信し、非活性化信号が印加されると、通信設定を解除した後、スリープモー
ドに転換される移動局モデムと
　から構成されることを特徴とする移動通信端末機。
（項目２）
　前記移動局モデムは、
　前記端子に活性化信号が伝達されると、シリアルポートクロックを生成することを特徴
とする項目１に記載の移動通信端末機。
（項目３）
　前記移動局モデムは、
　前記端子に非活性化信号が伝達されると、シリアルポートクロックの生成を中止するこ
とを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機。
（項目４）
　前記移動局モデムは、
　動作モードに転換されると、システムクロックを動作モードのためのものに変更するこ
とを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機。
（項目５）
　前記移動局モデムは、
　ＣＤＭＡモデムであることを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機。
（項目６）
　前記シリアル通信は、
　ＵＡＲＴ（UniversalAsynchronous Receiver Transmitter）ポートを介して行われるこ
とを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機。
（項目７）
　前記所定端子は、
　シリアルポートのＤＴＲ（Data Terminal Ready）端子であることを特徴とする項目１
に記載の移動通信端末機。
（項目８）
　ＰＤＡモジュールが所定端子に活性化信号を伝達すると、移動局モデムを動作モードに
転換し、シリアルポートを初期化する過程と、
　前記ＰＤＡモジュールのデータを移動局モデムに伝送する過程と、
　データの伝送が完了すると、前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程と
　からなることを特徴とするＰＤＡ型の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目９）
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　前記初期化する過程は、
　シリアルポートクロックを生成する過程を含むことを特徴とする項目８に記載のＰＤＡ
型の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目１０）
　前記ＰＤＡモジュールは、
　伝送するデータが存在すると、前記端子に活性化信号を伝達することを特徴とする項目
８に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目１１）
　前記ＰＤＡモジュールは、
　データの伝送が完了すると、前記端子に非活性化信号を伝達することを特徴とする項目
８に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目１２）
　前記移動局モデムを動作モードに転換する過程は、
　前記移動局モデムに供給されるクロックの速度を動作モードに適用できる速度に変更す
る過程を含むことを特徴とする項目８に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機のシリアル通信
制御方法。
（項目１３）
　前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程は、
　前記移動局モデムに供給されるクロックの速度をスリープモードに適用できる速度に変
更する過程を含むことを特徴とする項目８に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機のシリアル
通信制御方法。
（項目１４）
　前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程は、
　シリアルポートクロックの生成を中止する過程を含むことを特徴とする項目８に記載の
ＰＤＡ型の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目１５）
　前記移動局モデムは、
　ＣＤＭＡモデムであることを特徴とする項目８に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機のシ
リアル通信制御方法。
（項目１６）
　前記シリアルポートは、
　ＵＡＲＴポートであることを特徴とする項目８に記載のＰＤＡ型の移動通信端末機のシ
リアル通信制御方法。
（項目１７）
　前記所定端子は、
　前記シリアルポートのＤＴＲ端子であることを特徴とする項目８に記載のＰＤＡ型の移
動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目１８）
　ＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信の実行において、
　ポーリング方式によって所定端子をチェックする過程と、
　前記端子が第１状態に遷移されると、第１割り込みを発生し、第１割り込み処理ルーチ
ンに従ってＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を行う過程と、
　前記端子が第２状態に遷移されると、第２割り込みを発生し、第２割り込み処理ルーチ
ンに従ってＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を解除する過程と
　からなることを特徴をする移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目１９）
　前記第１割り込み処理ルーチンは、
　前記移動局モデムを動作モードに転換する過程と、
　前記移動局モデムのシリアルポートを初期化する過程と、
　前記移動局モデムのシリアルポートクロックを生成する過程と、
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　割り込みベクタテーブルに登録された第１割り込みを解除する過程と、
　ＰＤＡモジュールと移動局モデムとの間のシリアル通信を行う過程とからなることを特
徴とする項目１８に記載の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目２０）
　前記移動局モデムを動作モードに転換する過程は、
　前記移動局モデムに供給されるクロックの速度を動作モードに適用できる速度に変更す
る過程を含むことを特徴とする項目１９に記載の移動通信端末機のシリアル通信制御方法
。
（項目２１）
　前記シリアル通信を行う過程は、
　前記端子が第２状態に遷移されるときに備えて、割り込みベクタテーブルに第２割り込
みを登録する過程を含むことを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機のシリアル通
信制御方法。
（項目２２）
　前記第２割り込み処理ルーチンは、
　前記移動局モデムのシリアルポートクロックの生成を中止する過程と、
　割り込みベクタテーブルに登録された第２割り込みを解除する過程と、
　前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程とからなることを特徴とする項目１
８に記載の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目２３）
　前記移動局モデムをスリープモードに転換する過程は、
　前記移動局モデムに供給されるクロックの速度をスリープモードに適用できる速度に変
更する過程を含むことを特徴とする項目２２に記載の移動通信端末機のシリアル通信制御
方法。
（項目２４）
　前記シリアル通信を解除する過程は、
　前記端子が第１状態に遷移されるときに備えて、割り込みベクタテーブルに第１割り込
みを登録する過程を含むことを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機のシリアル通
信制御方法。
（項目２５）
　前記移動局モデムは、
　ＣＤＭＡモデムであることを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機のシリアル通
信制御方法。
（項目２６）
　前記シリアルポートは、
　ＵＡＲＴポートであることを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機のシリアル通
信制御方法。
（項目２７）
　前記端子は、
　基準値以上の電流が流れると、第１状態に遷移されることを特徴とする項目１８に記載
の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目２８）
　前記端子は、
　基準値未満の電流が流れると、第２状態に遷移されることを特徴とする項目１８に記載
の移動通信端末機のシリアル通信制御方法。
（項目２９）
　前記所定端子は、
　シリアルポートのＤＴＲ端子であることを特徴とする項目１８に記載の移動通信端末機
のシリアル通信制御方法。
【発明の効果】
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【００２３】
　本発明は、移動局モデム（例: ＣＤＭＡモデム）がシリアル通信を行わないときはスリ
ープモードを維持し、ＰＤＡモジュールとシリアル通信を行うときは動作モードに転換さ
れるため、移動局モデムによるバッテリの無駄使いを最小にするという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　本発明の特徴は、ＰＤＡモジュールとＣＤＭＡモデムに別途のウェイクアップ端子（Ｔ
ｘ＆Ｒｘ）を新しく追加することにより、前記ウェイクアップ端子に特定信号が伝達され
るときにのみＣＤＭＡモデムを活性化させることである。前記ＣＤＭＡモデムは、前記特
定信号が伝達されるまでは非活性状態を維持する。
【００２５】
　以下、図面に基づいて、本発明の望ましい実施形態を説明する。
【００２６】
　一般のＰＤＡフォンは、ＰＤＡモジュールとＣＤＭＡモデムのような移動局モデムとを
備える。
【００２７】
　図１は、本発明に係るＰＤＡフォンの一実施形態の構成を示す図であり、ＣＤＭＡ方式
のＰＤＡフォンに関するものである。
【００２８】
　図１に示すように、本発明に係るＰＤＡフォンの一実施形態は、シリアル通信のために
、基準値以上の電流（活性化信号）あるいは基準値未満の電流（非活性化信号）をウェイ
クアップＴｘ端子１５０に流すＰＤＡモジュール１００と、ウェイクアップ端子１５０、
２５０に活性化信号が伝達されると、動作モードに転換されてＰＤＡモジュール１００の
データを受信し、非活性化信号が伝達されると、ＰＤＡモジュール１００との通信を解除
した後、スリープモードに転換されるＣＤＭＡモデム２００とから構成される。
【００２９】
　図２は、本発明に係るシリアル通信制御方法を示すフローチャートである。
【００３０】
　以下、図１及び図２を参照して、本発明の望ましい実施形態を説明する。
【００３１】
　本発明に係るＣＤＭＡモデム２００は、ＰＤＡフォンの初期化過程で、ウェイクアップ
Ｒｘ端子２５０に関するＨｉｇｈ＿検出割り込みを割り込みベクタテーブルに登録し、ス
リープモードに転換される。
【００３２】
　ＰＤＡフォンが初期化過程を経た後、ＣＤＭＡモデム２００は、所定周期（５０ｍｓ）
でウェイクアップＲｘ端子２５０をポーリング（Polling）し、Ｒｘ端子２５０の状態遷
移（ロー→ハイ又はハイ→ロー）をチェックする。
【００３３】
　それから、ＰＤＡモジュール１００は、ＣＤＭＡモデム２００に伝送するデータが発生
すると、ウェイクアップＴｘ端子１５０にハイレベルの電流を流してウェイクアップ端子
１５０、２５０をハイ状態に遷移させる（Ｓ１０、Ｓ２０）。次に、ウェイクアップＲｘ
端子２５０の状態遷移（ロー→ハイ）を感知したＣＤＭＡモデム２００は、Ｈｉｇｈ＿検
出割り込みを発生し（Ｓ３０）、割り込みベクタテーブルに予め登録されたＨｉｇｈ＿検
出割り込みのルーチンに従って動作する（Ｓ１００）。
【００３４】
　図３は、本発明に係るＨｉｇｈ＿検出割り込みルーチンを示す図である。
【００３５】
　図３に示すように、前記Ｈｉｇｈ＿検出割り込みが発生すると、本発明に係るＰＤＡモ
ジュール１００は、まず、現在スリープ状態のＣＤＭＡモデム２００を動作モード（ある
いは、ウェイクアップ状態）に転換する（Ｓ１１０）。その後、動作モードに転換された
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ＣＤＭＡモデム２００は、ウェイクアップ端子１５０、２５０がロー状態に遷移されると
きに備えて、割り込みベクタテーブルにＬｏｗ＿検出割り込みを登録する（Ｓ１２０）。
ＣＤＭＡモデム２００が動作モードに転換されると、ＣＤＭＡモデム２００に供給される
クロックソース（Clock Source）も動作モードに適用できるもの（例: ＴＣＸＯ（Temper
ature Compensated X-talOscillator）クリスタル（１９．６８ＭＨｚ））に変更される
。
【００３６】
　次に、ＣＤＭＡモデム２００は、自身のＵＡＲＴポート（ＵＡＲＴ－１、ＵＡＲＴ－２
、．．．、ＵＡＲＴ－ｎ）のレジスタ値を全て初期化（Ｓ１３０）し、ＵＡＲＴクロック
（１９．６８ＭＨｚ）をイネーブル（Enable）にする（Ｓ１４０）。その後、割り込みベ
クタテーブルに登録されているウェイクアップＲｘ端子２５０に関するＨｉｇｈ＿検出割
り込みを解除する（Ｓ１５０）。
【００３７】
　前記過程（Ｓ１１０～Ｓ１５０）が正常に行われたことが確認されると、ＰＤＡモジュ
ール１００は、シリアル通信ポート（ＵＡＲＴ－１、ＵＡＲＴ－２、．．．、ＵＡＲＴ－
ｎ）のうちいずれか１つを介して、前記発生したデータをＣＤＭＡモデム２００に伝送す
る（Ｓ４０～Ｓ５０）。
【００３８】
　その後、前記データの伝送が完了すると、ＰＤＡモジュール１００は、ＣＤＭＡモデム
２００との通信設定を解除するために、ウェイクアップＴｘ端子１５０にローレベルの電
流を流してウェイクアップ端子１５０、２５０をロー状態に遷移させる（Ｓ６０）。次に
、ウェイクアップＲｘ端子２５０の状態遷移（ハイ→ロー）を感知したＣＤＭＡモデム２
００は、Ｌｏｗ＿検出割り込みを発生し（Ｓ７０）、割り込みベクタテーブルに登録され
たＬｏｗ＿検出割り込みのルーチンに従って動作する（Ｓ２００）。
【００３９】
　図４は、本発明に係るＬｏｗ＿検出割り込みルーチンを示す図である。
【００４０】
　図４に示すように、Ｌｏｗ＿検出割り込みが発生すると、ＣＤＭＡモデム２００は、ウ
ェイクアップ端子１５０、２５０が再びハイ状態に遷移されるときに備えて、割り込みベ
クタテーブルに登録された前記Ｌｏｗ＿検出割り込みを解除し、Ｈｉｇｈ＿検出割り込み
を登録する（Ｓ２１０、Ｓ２２０）。その後、ＵＡＲＴクロック（１９．６８ＭＨｚ）を
ディスエーブル（Disable）にする（Ｓ２３０）。
【００４１】
　以上の過程（Ｓ２１０～Ｓ２３０）が正常に行われると、ＰＤＡモジュール１００は、
現在動作状態のＣＤＭＡモデム２００をスリープモード（あるいは、スリープ状態）に転
換する（Ｓ２４０）。ＣＤＭＡモデム２００がスリープモードに転換されると、ＣＤＭＡ
モデム２００に供給されるクロックソースもスリープモードに適用できるもの（例: スリ
ープクリスタル（３２．７６８ＫＨｚ））に変更される。
【００４２】
　本発明に係る移動通信端末機は、別途のウェイクアップ端子１５０、２５０を備えるこ
とが好ましいが、シリアルポート（例: ＵＡＲＴ）のＤＴＲ（Data Terminal Ready）端
子をウェイクアップ端子として活用することもできる。
【００４３】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態を用いて本発明を例示してきたが、本発明は
、この実施形態に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請求の範囲によ
ってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本発明の具体的
な好ましい実施形態の記載から、本発明の記載および技術常識に基づいて等価な範囲を実
施することができることが理解される。
【００４４】
　移動局モデム（例:ＣＤＭＡモデム）がシリアル通信を行わないときはスリープモード
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を維持し、ＰＤＡモジュールとシリアル通信を行うときは動作モードに転換させることに
より、移動局モデムによるバッテリの無駄使いを最小化できる移動通信端末機のシリアル
通信制御方法を提供する。
【００４５】
　移動通信端末機は、シリアル通信のために、活性化又は非活性化信号を所定端子に伝達
するＰＤＡモジュールと、前記端子に活性化信号が伝達されると、動作モードに転換され
て前記ＰＤＡモジュールのデータを受信し、非活性化信号が伝達されると、通信設定を解
除した後、スリープモードに転換される移動局モデムとから構成されることを特徴とする
。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明に係るＰＤＡフォンのシリアル通信を示す図である。
【図２】本発明に係るシリアル通信制御方法を示すフローチャートである。
【図３】本発明に係るＨｉｇｈ＿検出割り込みルーチンを示す図である。
【図４】本発明に係るＬｏｗ＿検出割り込みルーチンを示す図である。
【図５】一般の移動通信端末機のシリアル通信を示す図である。
【符号の説明】
【００４７】
１００：ＰＤＡモジュール
２００：移動局モデム（ＣＤＭＡモデム）
１５０、２５０：ウェイクアップ端子

【図１】

【図３】

【図４】

【図５】
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